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他団体における観光財源の主な使い道の調査結果について 

 

観光まちづくりの充実・維持に係る財源のあり方の検討にあたり、観光財源導入団体に

おける財源の使い道について調査したもの。 

 

１ 調査対象 

 11事例（12団体） 

※令和５年度第２回検討会議の「（資料３）観光まちづくりの充実・維持に係る財源の確保手

法について」において整理した『他団体の実施事例一覧（観光財源の確保策）』のうち、ホー

ムページ等で使い道を公表している団体の資料を参考に、本町の歳出の分類表の区分に合わ

せて町独自に作成したもの。 

 

２ 調査結果 

（１）主な使い道について 

 ・観光財源の充当事業について、「①観光振興」への充当割合は、北九州市（宿泊税）

の 94.8％が最も高く、全 11 事例の平均充当割合は、全体の事業経費等に対して、

約６割となった。 

 ･「②観光人口等を加味」に充当しているところは、５事例で、廿日市市（宮島訪問

税）の 25.7％が最も高く、環境美化の推進、医療体制の確保、水道送水管の敷設と

いった事業経費等に充当していた。 

 ・「③観光客も一定の受益」に充当しているところは、10事例で、太宰府市（歴史と

文化の環境税）の 66.6％が最も高く、歴史的文化遺産の保存活用事業や無電柱化

事業など規模の大きな事業に充当している団体が多かった。 

 ・「④町民対象」への充当は、２事例、「⑤行政運営」への充当は、10事例で、宿泊税

の導入済団体は、賦課徴収経費として宿泊事業者に特別徴収交付金（納期内納入額

の 2.5～3.0％）を支出していた。 

 【本町の歳出分類表における他団体の観光財源の主な使い道構成割合】 
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（２）税目等別の事業の対象範囲について 

  ア 法定税（超過課税） 

   ・別府市（入湯税）では、５つの使い道の考え方に基づき、毎年度審議会で活用

事業等を決定しており、維持分、充実分という明確な区別はしていなかった。 

  イ 法定外税（普通税） 

   ・太宰府市（歴史と文化の環境税）、廿日市市（宮島訪問税）では、観光振興等

の充実分のほか、維持分（臨時駐車場や仮設トイレの維持管理、公共交通の維

持等）の事業等にも幅広く活用されていた。 

ウ 法定外税（目的税） 

   ・京都市他６団体（宿泊税）では、当初から、活用事業等を充実分（新規事業ま

たは既存事業の拡充分）に活用する制度設計を行っていた。ただし、京都市で

は、導入後５年毎の見直しの検討にあたり、これまでの使い道の考え方を前提

としつつも、市民生活と観光の調和を図る財源（観光課題対策の強化等）や、

観光による市民生活向上の実感が得られる財源（社会インフラ整備、災害対策

等）への活用も検討され始めている。 

エ その他（協力金等） 

   ・静岡県・山梨県（富士山保全協力金等）では、活用事業等を充実分（新規事業

または既存事業の拡充分）に設定していた。また、他の税目等と比べ、徴収に

係る実施経費等に多くの費用がかかっていた。 

 

※調査結果の詳細は、別紙１「他団体における観光財源の主な使い道について」のとおり  
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他団体における観光財源の主な使い道について                                                                単位：千円 

団 体 名  

（税目等名称） 主な使い道 

①行政サービス 

[観光振興] 
受入環境の整備 

観光資源の魅力増進 
国内外への情報発信 

②行政サービス 

[観光人口等を加味するもの] 
受入環境の整備 

 
 

③行政サービス 

[観光客も一定の受益があるもの] 
受入環境の整備 

歴史文化の保全と活用 
商工振興 

その他 

 
④行政サービス〔町民対象〕 
⑤行政運営 

 事業費等(収入額)  

１ 法定税（超過課税） 

大分県別府市 

(入湯税) 

〇温泉資源の保護、確保 

〇観光客の快適性確保 

〇観光客の安全・安心の確保 

〇観光客を増加させるための事業推進 

〇観光客の受入体制の充実 

 

 

 

※超過課税分を基金に積立て、使途に関

する審議会を設置し、活用事業を決定 

･外国人向け観光案内所維持管理・運営業務 

･別府版 DMO 機能充実のための新規人材の

雇用 

･トイレ整備費及び除草作業等景観維持費用 

 ･地下水の現状調査 

･市営温泉の衛生管理強化 

･共同温泉改修等補助金 

 

 

 

･既存資源の磨き上げによる新アクティビ

ティ開発事業 

  

･お宿予約サイト構築プロモーション事業 

･海外旅行会社とのネットワーク構築事業 

 

95,381(159,525) ※R4決算額 79,033  16,348  

２ 法定外税（普通税） 

福岡県太宰府市 

(歴史と文化の環境税) 

〇歴史的文化遺産の保存活用事業、来訪

者への「おもてなし」事業、環境負荷削

減事業等まちづくりのために使用する 

 

 

 

※基金に積立て、運営協議会を設置し、

活用事業を決定 

･臨時駐車場、仮設トイレ設置事業 

･駐車場待ち車両の抑制（交通情報配信） 

･観光客向け Wi-Fi整備事業 

･幹線道路周辺美化推進事業 ･歴史的風致維持向上計画関連事業 

･街路樹整備事業 

 

･史跡地ライトアップ事業 

･門前町フラッグ等掲出事業 

･史跡地保存管理事業 

･市内指定文化財保存整備事業 

･施設整備等補助金(観光駐車場協会

への補助) 

･事務費 

 
･観光情報整備事業 

 

 

91,569(63,281) ※R4決算額 22,939 2,677 60,953 5,000 

広島県廿日市市 

(宮島訪問税) 

〇訪問者の受入環境の整備（観光案内や

トイレの整備、弥山展望台や登山道の管

理など） 

〇文化や歴史への理解を促進（文化財や

歴史的建造物の保存、歴史民俗資料館の

管理など） 

〇自然環境に負荷の少ない観光（エコツ

ーリズムの推進やウォーターサーバー

の設置など） 

･多様な受入環境の整備（観光案内所の運

営、トイレや登山道等の維持管理等） 

･多くの来訪があっても宮島を継承できる

仕組みづくり（観光地域マネジメント） 

･廃棄物の処理や海岸などの公共空

間の美化の取組 

･訪問者への安全・安心な医療体制の

確保 

･災害等の非常時における訪問者の

安全・安心の確保（水道送水管敷設） 

･多様な受入環境の整備（公共交通の

維持、無電柱化等） 

･訪問者が地域経済社会に貢献でき

る仕組みづくり（定住促進等） 

 ･文化の多様性の理解や相互理解によ

る観光の質の向上を図る取組（歴史

民俗資料館等の維持管理） 

･訪問者の増加・集中と生態系の共存 

･自然環境に負荷の少ない観光地域づくり

への取組（エコツ―リズムの推進等） 

･賦課徴収経費等 

･多様な受入環境の整備（観光情報の適切

な発信） 

 

1,781,643(350,000) ※R6予算額 348,117 458,517 882,497 92,512 

※本資料は、観光財源を導入している団体のうち、ホームページ等で使い道を公表している資料を参考に、本町の歳出の分類表の区分に合わせて調製したもの。 

 

 

 

 

別紙 １ 
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団 体 名  

（税目等名称） 主な使い道 

①行政サービス 

[観光振興] 
受入環境の整備 

観光資源の魅力増進 
国内外への情報発信 

②行政サービス 

[観光人口等を加味するもの] 
受入環境の整備 

 
 

③行政サービス 

[観光客も一定の受益があるもの] 
受入環境の整備 

歴史文化の保全と活用 
商工振興 

その他 

 
④行政サービス〔町民対象〕 
⑤行政運営 

 事業費等(収入額)  

３ 法定外税（目的税） 

京都府京都市 

(宿泊税) 

〇市民・観光客双方にとって安心・安

全な受入環境の整備 

〇京都観光における更なる質・満足度

の向上 

〇京都ならではの文化振興・美しい景

観の保全 

･移動利便性の向上・観光地等交通対策 

･観光案内事業の運営、ユニバーサルツー

リズム普及促進 

･観光(宿泊)事業者の経営強化・魅力発信 

･災害時等における市民・観光客等

の安全対策（119 番通報の多言語通

訳体制等） 

･交通バリアフリー対策（道路のバリ

アフリー等） 

･無電柱化事業 

･街路樹の育成管理 

 

･岡崎や梅小路等の魅力向上による新た

な魅力の創出 

･安心して楽しめる観光の充実 

･文化財の保全・継承に向けた取組     

･京町家の保全及び継承に関する取組 

･歴史的景観の保全に向けた取組等 

･賦課徴収経費等 

･観光客のニーズに応じた京都の魅力向

上、情報発信の更なる強化 

 

10,305,000(4,810,000) ※R6予算額 4,754,000 484,000 4,917,000 150,000 

石川県金沢市 

(宿泊税) 

〇まちの個性に磨きをかける歴史、伝

統、文化の振興 

〇観光客の受入れ環境の充実 

〇市民生活と調和した持続可能な観

光の振興 

〇被災した宿泊施設への支援や能登

の魅力発信 

 

･金沢中央観光案内所管理運営費 

･通訳ガイドおもてなし推進費 

･宿泊施設改修支援事業費補助 

･快適で美しいまちづくり指導強化費 

 

･金沢駅東広場環境向上推進費 

･まちなか賑わい創出無電柱化推進

事業費 

･能登避難者飲食支援費 

 

･街路樹等雪吊り魅力向上事業費 

･まちの風情を感じる夜間景観創出事業費 

･芸妓文化継承支援費 

･金沢ミュージアムプラス運営費 

･文化スポーツ施設再整備積立基金積立金 

･賦課徴収経費等 

･能登応援･震災復興キャンペーン事業 

･能登工芸作家情報発信支援費 

･能登被災事業者店舗等開業支援費 

･被災宿泊施設改修支援事業費補助 

1,629,066(890,000) 
※R6予算額 
※内訳は、公表している主な事業のみ 223,688 17,577 403,633 141,496 

北海道倶知安町 

(宿泊税) 

〇リゾート地としての質の向上 

〇リゾートタウンとしての魅力の向

上 

･地域 DMO支援事業 

･ニセコエリア観光客受入体制整備事業 

･ニセコひらふ安全センター事業

（臨時交番の運営） 

･ひらふ地区ロードヒーティング事業 

･ひらふ地域防犯カメラ等設置補助金 

･なだれ・山岳事故防止対策事業 

 

･着地型連携事業 

･サマーコンテンツ事業 

 ･賦課徴収経費等 

･戦略的広報プロモーション事業 

･観光 DX事業 

･町民向けタクシー確保事業 

･タクシー不足に向けたニセコモデ

ル実証実験 

306,035 (260,000) ※R6予算額 238,583 2,234 51,838 13,380 

福岡県福岡市 

(宿泊税) 

〇九州のゲートウェイ都市機能強化 

〇MICE都市としてのプレゼンス向上 

〇地域や市民生活と調和した持続可

能な観光振興の推進 

 

･国内を代表する MICE拠点の形成 

･快適な通信環境の提供 

･宿泊事業者受入環境充実の支援 

 ･博多旧市街エリアにおける歴史・

文化に配慮した道づくり(無電柱化) 

･観光客等の移動円滑化施策の推進 

 

･高付加価値旅行の推進による誘客事業 

･サステナブルツーリズム推進事業 

･海辺を活かした観光振興事業 

･博物館リニューアル推進事業 

･鴻臚館整備・活用事業 

･賦課徴収経費等 

･デジタルマーケティング情報発信 

･広域連携誘客事業 

･福岡型ワーケーション推進事業 

･商店街地域観光連携事業 

･観光産業の活性化に向けた推進体

制の強化(デジタル化支援、人材確保等) 

5,891,396 (2,881,314) ※R6予算額 2,857,384  2,869,876 164,136 
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団 体 名  

（税目等名称） 主な使い道 

①行政サービス 

[観光振興] 
受入環境の整備 

観光資源の魅力増進 
国内外への情報発信 

②行政サービス 

[観光人口等を加味するもの] 
受入環境の整備 

 
 

③行政サービス 

[観光客も一定の受益があるもの] 
受入環境の整備 

歴史文化の保全と活用 
商工振興 

その他 

 
④行政サービス〔町民対象〕 
⑤行政運営 

 事業費等(収入額)  

福岡県北九州市 

(宿泊税) 

〇新たな観光需要への取組 

〇夜景ブランド・産業観光を活かした

誘客プロモーション 

〇宿泊事業者等への支援 

〇持続可能な観光に向けた観光関連

施設の整備 

〇その他観光振興事業 

･皿倉山周辺施設長寿命化促進事業 

･北九州空港誘致強化対策事業 

･宿泊施設等改修支援事業 

   

･北九州「新たな旅のスタイル」促進事業 

･皿倉山プレミアム夜景創出事業 

･小倉城続櫓基本計画及び耐震補強

計画策定事業 

･賦課徴収経費等 

･インバウンド誘致強化事業 

･日本新三大夜景都市ブランドを活用し

た夜型観光促進事業 

 

495,660(360,000) ※R4決算額 469,900  10,400 15,360 

長崎県長崎市 

(宿泊税) 

〇サービス向上・消費拡大 

〇情報提供 

〇受入環境整備 

〇資源磨き 

〇緊急時の対応等 

･総合観光案内所運営費 

･観光客受入環境整備費(Wi-Fi新設等) 

  ･観光産業人材育成事業費(観光教

育) 

･観光地域づくり推進費(サステナブルツ

ーリズムの推進等) 

･長崎さるく推進費 

･賦課徴収経費等 

･観光交流基金積立金(緊急時の対

応等) 

･観光客誘致推進費 

･世界・日本新三大夜景推進費 

514,564 (325,216) ※R6予算額 451,394   63,170 

【※参考】 

静岡県熱海市 

(宿泊税) 

〇観光資源の魅力向上及び情報発信、

旅行者の受入環境の充実その他の地

域社会の発展に寄与する持続的な観

光振興を図る施策 

･情報基盤の整備（Wi-Fi等情報通信基盤

の整備等) 

･事業者の高付加価値につながる取組へ

の支援(宿泊施設等の高付加価値化支援等) 

･DMO人件費等 

   

･イベントの開催・質の向上 

･ニューツーリズムの環境整備 

 ･賦課徴収経費等 

･国内外への誘客宣伝 ･人材育成等(雇用・労務環境整備の支援) 

726,000(600,000) 
※充当する事業経費分(収入見込額) 
※事業経費分に徴収経費は含まないもの 709,000  17,000 (29,509） 

４その他（協力金等） 

静岡県・山梨県 

(富士山保全協力金) 

〇富士山の環境保全 

〇登山者の安全対策 

 

･臨時公衆トイレの設置・管理 

･救護所の設置・運営 

･安全誘導員の配置等 

･下山道の整備 

 ･外来種防除マット・ブラシ設置業務  

･富士山の環境保全や文化価値の理

解を深めるための事業を実施する市

町村への助成 
 ･実施経費等 

  

141,244 ※R5決算額 82,303  25,748 33,193 

山梨県 

(通行料(施設使用料)) 

〇登下山道の整備その他富士山にお

ける安全の確保及び登下山道の利用

の適正化に資する事業 

･山中での安全誘導・巡回指導 

･外国人サポート（通訳）等 

･災害時の応急・復旧 

  ･実施経費等（ゲート整備、運営費

等） 

300,000 ※R6見込額 ― ― ― ― 

※熱海市は、令和７年４月の導入を予定しているため、宿泊施設向け宿泊税に関する概要説明会資料を参考に、今後の観光政策に必要であると考えている必要経費（一例）を活用事業等として想定したもの。 
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他団体における観光財源の使い道　一覧

１　法定税（超過課税）

①
･外国人向け観光案内所維持管理・運営業務 ・外国人観光客へ向けた情報提供及び情報収集

・外国へ向けた別府観光の情報発信
・外国人観光客同士の情報交換ほか

①
･別府版ＤＭＯ機能充実のための新規人材の
雇用

基幹産業である観光産業を発展させるため、地域経済活性化アドバイザーの助言を踏まえ、
「別府の稼ぐ力」の向上や観光DXの推進を図る。

① ･トイレ整備費及び除草作業等景観維持費用 トイレの改修・整備や、国道や県道といった所管以外施設の除草作業等を実施する。

①
･既存資源の磨き上げによる新アクティビ
ティ開発事業

別府を舞台にしたアクティビティを開発する。

① ･お宿予約サイト構築プロモーション事業 別府市のお宿を対象とした宿泊予約サイトを構築するとともに重点ターゲットエリアである
福岡県へアプローチを行う。

① ･海外旅行会社とのネットワーク構築事業 訪日観光市場の最前線で活動する企業等と連携し、訪日旅行を取り扱う海外旅行会社に対し
て幅広いアプローチを行う。

① ･別府インターナショナルプラザ組織強化 BIP（別府インターナショナルプラザ）事業部が観光案内所（市内3か所）の管理運営を行
う。

①
･観光マーケッター育成事業 別府市のマーケティングを行う人材が必要なことから、APU（立命館アジア太平洋大学）

等で観光マーケティングを履修している学生をインターンシップとして受け入れ、現場で
その実践機会を提供する。

③ ･地下水の現状調査 別府市の地下水の状況に関する調査研究について、京都大学への受託研究事業により実施す
る。

③ ･市営温泉の衛生管理強化 法令等で定める基準以上で実施している市営温泉の全浴槽及び貯湯槽の水質検査を、任意で1
回追加して、法定検査、任意検査の年2回実施する。

③
･共同温泉改修等補助金 市有区営温泉のうち、立ち寄り入浴のできる共同温泉において、温泉利用に資する部分に係

る急を要する改修、手すりの設置等バリアフリー対策、その他観光客の入浴のための施設整
備に要した経費に対し、補助金を交付する。

③ ･せーので測ろう！別府市全域温泉一斉調査 市民参加型の温泉資源の定点観測調査を行い、継続的に経年変化の有無等を確認するため、
温泉水のサンプル採取、温泉水の温度及び電気伝導度測定の調査を実施する。

③ ･別府市温泉賦存量調査結果GIS データ登録 令和元年度から令和2年度に実施した別府市温泉現況調査及び別府市温泉賦存量調査の調査結
果を統合型GISに反映させる。

③ ･別府市給湯事業見直し 別府市が行う温泉給湯事業の給湯路線（6路線：総延長約46㎞）の現状分析を行うとともに、
効率的な運用を図るための見直し案を策定し、適切な維持管理・修繕・更新を行う。

※参考：「入湯税超過課税分充当事業　令和４年度事業報告書【別府市】」

団　体　名
（税目等名称）

区分 事業名等 事務事業の概要

大分県別府市
(入湯税)

別紙 ２

－6－
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２　法定外税（普通税）

①

･臨時駐車場、仮設トイレ設置事業 交通渋滞を緩和する観点から、観光客等の駐車需要の大きい時期（元旦～1月3日）や場所
（市内6か所）に臨時駐車場を設置する。また、年末年始の観光需要が大きく交通渋滞が集中
して発生する時期（元日～1月3日）に、市内の幹線道路周辺（市内5か所）に仮設トイレを設
置する。

① ･駐車場待ち車両の抑制（交通情報配信） 太宰府天満宮等周辺の道路・駐車場等の交通情報を配信することにより、公共交通機関への
交通手段の転換を呼びかけ、交通渋滞の緩和を図る。

① ･観光客向けWi-Fi整備事業 観光客向けのWi-Fiアクセスポイント13施設（18か所）の維持管理を行う。

① ･史跡地ライトアップ事業 12/31の17時～翌3時まで観世音寺などの歴史的文化遺産をライトアップすることで、その魅
力を市内外にアピールし活用を図る。

① ･門前町フラッグ等掲出事業 太宰府天満宮の参道に九州国立博物館などの㏚フラッグを掲げ、賑わいの創出を図る。

①
･観光情報整備事業 観光客等の誘致に向け、効果的な情報提供（混雑可視化システムの運用）及び観光宣伝に資

するための写真等の観光素材の更新を図るとともに、観光用ポスターや観光パンフレット等
を製作する。

① ･観光客滞留時間等調査事業 スマートフォン等のGPS機能情報を活用し、観光客の動態を調査するとともに、アンケートか
ら本市観光トレンドを把握し、企画立案のエビデンスとして活用を図る。

① ･自転車等の利便性向上 鉄道会社が実施するレンタサイクル事業（乗り捨てに伴う自転車の運搬業務費用及び電動ア
シスト自転車の管理運営費並びに㏚費用等）に補助を行う。

① ･交差点交通誘導警備 正月三が日等、交通渋滞が予想される時期について、交差点内の円滑な交通誘導を図るた
め、五条、梅大路の交差点に交通誘導員を配置する。

① ･花いっぱい運動推進事業 ボランティア団体への助成や史跡地の保存と活用の一環として観世音寺や水城跡にコスモス
を植栽するなど、市民及び来訪者のやすらぎの場を創出する。

② ･幹線道路周辺美化推進事業 市民をはじめ、観光客などの来訪者が利用する幹線道路周辺について、散乱ごみ清掃などの
環境美化を推進する。

② ･門前町美化推進事業 太宰府天満宮門前町周辺で、ボランティア団体との連携を図りつつ、観光客の増加とともに
年々増え続けるごみの清掃や排出抑制の啓発を図る。

③ ･歴史的風致維持向上計画関連事業 太宰府固有の風情や情緒等を醸し出している良好な歴史的環境を維持向上するため、計画に
基づき、ハード及びソフト事業を総合的に展開する。

③ ･街路樹整備事業 来訪者が気持ちよく市内を回遊できるように街路樹の整備を行う。また、御笠川沿いの桜並
木などを整備し、新たな回遊ルートの確立を目指す。

③ ･史跡地保存管理事業 ・水城跡、大野城跡土塁周辺、大宰府跡、史跡観世音寺境内及び子院跡の草刈・清掃管理
・史跡地トイレ10か所の維持管理費

③ ･市内指定文化財保存整備事業 太宰府天満宮末社志賀社本殿修理についての補助等により、指定文化財の保存と整備を推進
する。

③ ･まるごと太宰府歴史展事業 広く市民、観光客に対し太宰府の歴史を検証・再発見してもらうとともに、回遊性を高め、
市内各地へも訪れてもらう目的で、展覧会の開催する。

⑤ ･施設整備等補助金（観光駐車場協会への補助） 歴史と文化の環境税関連施設整備等事業補助金として太宰府市観光駐車場協会に補助金を交
付（誘導看板の設置、交差点の誘導警備員の配置等に活用）する。

⑤ ･事務費 歴史と文化の環境税をよりよい使いみちとするために審議する運営協議会などの必要な費用
（委員報酬・費用弁償及び駐車場用領収書印刷費）を計上する。

※参考：「令和４年度歴文税タイムズ（令和４年度実施事業）【太宰府市】」

事務事業の概要

福岡県太宰府市
（歴史と文化の

環境税）

事業名等区分
団　体　名

（税目等名称）

－7－
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① ･多様な受入環境の整備（観光案内所の運営、ト
イレや登山道等の維持管理等）

観光案内所の運営やおもてなしトイレに代表される島内のトイレや自然公園、登山道、弥山
展望台等の維持管理、訪問者も利用する公園や道路の維持管理を行う。

①
･多くの来訪があっても宮島を継承できる仕
組みづくり（観光地域マネジメント）

持続可能な観光地域づくりに資する団体を支援する。また、観光マーケティングやデータに
基づく観光地経営の推進を目的に、観光DMP（ﾃﾞｰﾀ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ･ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ）を構築する。

①
･自然環境に負荷の少ない観光地域づくりへ
の取組（エコツーリズムの推進等）

エコツーリズムの推進や、グリーンスローモビリティ導入の促進、ウォーターサーバーの管
理など自然環境と調和の取れた観光地域づくりの取り組みを進める。

① ･多様な受入環境の整備（観光情報の適切な発
信）

観光案内板等の維持管理、公共スペースでの無料Wi-Fi環境の提供や老朽化した観光案内ジオ
ラマについてデジタル技術を活用した改修及び多言語化を図る。

① ･多様な受入環境の整備（利便性の高い基盤整備
等による訪問者の観光地へのアクセス性向上）

道路渋滞等へ対応し、訪問者の観光地へのアクセス性の向上を図る。

① ･多様な受入環境の整備（新たなニーズや魅力に
対応した受入環境の整備）

時間的分散を行いながら満足度の高い観光地を目指し、名勝をライトアップし夜の魅力を作
り出す。

②
･廃棄物の処理や海岸などの公共空間の美化
の取組

宮島島内から出る事業系ゴミの処理や海岸等の清掃を行う。また、観光客のマナー向上に向
けた取組みや観光客の増加に伴うゴミ対策の方向性について検討する。

② ･訪問者への安全・安心な医療体制の確保 宿泊者が多い時期に宮島診療所で夜間急患に対応し、救急患者搬送用の消防艇等を運用しす
る。また、おもてなしトイレや宮島桟橋旅客ターミナルのAEDを更新する。

②
･災害等の非常時における訪問者の安全・安
心の確保（水道送水管敷設）

災害に強い観光地とするため、宮島地域への水道送水管を新たに敷設する。

③ ･多様な受入環境の整備（利便性の高い基盤整備
等による訪問者の観光地へのアクセス性向上）

宮島口地区を再整備し、訪問者の宮島へのアクセス性の向上と景観形成を図るとともに宮島
島内の無電柱化に向けた取り組みを進める。

③
･文化の多様性の理解や相互理解による観光
の質の向上を図る取組(歴史民俗資料館等の維
持管理)

デジタル技術を活用して、宮島の歴史文化を解説し情報を発信する。また、伝統的建造物群
の保存を進め、多くの来訪者に必要な歴史文化の情報を伝える取り組みを進める。

③ ･訪問者の増加・集中と生態系の共存 さくらもみじの会の活動を支援や鹿の保護に取組み宮島の生態系の維持や保護を図る。

③ ･多様な受入環境の整備（観光地の公共交通機関
等によるアクセスの確保）

観光地の公共交通機関等によるアクセスを確保するため、旅客ターミナルの維持管理やフェ
リー及び島内バスの運航を維持する。

③ ･多様な受入環境の整備（包ケ浦自然公園の維持
管理）

次の活用方法が決まるまでの間、包ケ浦自然公園の維持管理を行う。

③
･文化の多様性の理解や相互理解による観光
の質の向上を図る取組

歴史文化の情報を多くの来訪者に伝えるため、歴史民俗資料館等の維持管理を行う。

③
･災害等の非常時における訪問者の安全・安
心の確保（防災施設の維持管理）

災害等の非常時に訪問者も含め安全・安心が確保できるよう防災施設の維持管理を行う。

③
･新たなニーズや魅力に対応した受入環境の
整備（多様な受入環境の整備）

将来の経済、社会、環境へ十分配慮したもので、新たなニーズにも対応した受入環境整備と
して、地域の高付加価値化を促進するために包ケ浦自然公園の有効活用を検討する。

④
･訪問者が地域経済社会に貢献できる仕組み
づくり（定住促進等）

宮島口旅客ターミナル付加機能部分の効率的運営や宮島口の賑わいづくりに取り組む。ま
た、観光関連事業所従業者等の定住促進も含めた宮島地域の住宅の在り方を検討する。

⑤ ･賦課徴収経費等 徴収事務について、特別徴収義務者への支援による安定した税制度を構築や非課税証明シス
テムを運営することで、観光による負荷軽減のための財源を安定して確保する。

※参考：「宮島訪問税の活用事業について（令和６年度当初予算）【廿日市市】」

事務事業の概要
団　体　名

（税目等名称）
区分 事業名等

広島県廿日市市
(宮島訪問税)

－8－
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３　法定外税（目的税）

① ･移動利便性の向上・観光地等交通対策 市民利用と観光利用の棲み分けに向けた「観光特急バス」の新設 など

①
･観光案内事業の運営、ユニバーサルツーリ
ズム普及促進

① ･観光（宿泊）事業者の経営強化・魅力発信 旅館をはじめとする宿泊施設の経営強化・魅力発信支援 など

①
･岡崎や梅小路等の魅力向上による新たな魅
力の創出

① ･安心して楽しめる観光の充実 多様なエリアにおける魅力発信事業 など

①
･観光客のニーズに応じた京都の魅力の向
上、情報発信の更なる強化

持続可能なインバウンド観光促進事業 など

① ･修学旅行の受入環境整備

① ･安心安全なＭＩＣＥの徹底

①
･京都観光行動基準の実践による市民生活と
観光の調和に向けた取組

観光マナーをはじめとした観光課題対策に対する啓発事業 など

① ･文化・伝統産業の担い手育成・魅力発信

②
･災害時等における市民・観光客等の安全対
策（119番通報の多言語通訳体制等）

119番通報等における多言語通訳体制、帰宅困難者対策 など

③ ･交通バリアフリー対策（道路のバリアフリー
等）

道路のバリアフリー化 など

③ ･無電柱化事業

③ ･街路樹の育成管理など

③ ･文化財の保全・継承に向けた取組

③ ･京町家の保全及び継承に関する取組

③ ･歴史的景観の保全に向けた取組等

③ ･鉄道施設整備助成事業

③
･文化芸術によるまちづくりに向けた東九条
地区歩行空間等整備事業

⑤ ･賦課徴収経費等 宿泊税課税・徴収経費

※参考：「令和６年度予算における宿泊税を活用する事業【京都市】」

団　体　名
（税目等名称）

区分 事業名等 事務事業の概要

京都府京都市
(宿泊税)

－9－



令和６年10月４日　第２回箱根町観光まちづくり財源検討会議

① ･金沢中央観光案内所管理運営費 市中心部にて外国人窓口対応、当日宿泊予約の受付など充実した観光案内を実施する。

① ･通訳ガイドおもてなし推進費 外国人旅行者の多様なニーズに対応するため、地域通訳案内士の養成講座を再開する。

① ･宿泊施設改修支援事業費補助 宿泊者の利便性向上に資する旅館等の改修を支援する。

① ･街路樹等雪吊り魅力向上事業費 まちなかの街路樹や公園等の樹木への雪吊りを拡充し、金沢らしい冬の魅力を創出する。

① ･まちの風情を感じる夜間景観創出事業費 まちの風情を感じる夜間景観を創出するため、計画的に照明設備を整備する。

① ･能登応援・震災復興キャンペーン事業費 全国の百貨店等の物産展において、能登・金沢のタイアップキャンペーンを開催する。

① ･能登工芸作家情報発信支援費 能登地域の工芸作家作品をデジタル工芸展に掲載し、販路開拓を支援する。

① ･薦づくり担い手育成事業 土塀を雪から守る金沢ならではの薦掛け景観の継承に向けたあり方を検討する。

① ･全国学生大茶会開催費 茶の湯文化や茶室の魅力発信のため、全国から茶道部の学生を招聘し茶会を開催する。

① ･観光駐車場周辺環境向上対策費 観光駐車場に交通誘導員を配置し、周辺地域のバス・歩行者の通行等の環境向上を図る。

① ･第３期まちのり構築費 第3期「まちのり」の構築に着手する。（令和7年4月供用開始予定）

① ･地域無形民俗文化財保存継承費等 能登地域の伝統芸能の披露や、能登の音楽イベントの特別ステージを開催する。

① ･「銀座の金沢」能登伝統工芸復興支援費 「KOGEI Art Gallery 銀座の金沢」において、能登の伝統工芸品を展示・販売する。

② ･快適で美しいまちづくり指導強化費 ぽい捨て等の防止や路上喫煙等の制限により、快適で美しいまちづくりを推進する。

③ ･金沢駅東広場環境向上推進費 老朽化した設備機器を更新するほか、周辺の混雑緩和に向けて交通誘導員を増員する。

③ ･まちなか賑わい創出無電柱化推進事業費 まちなかの回遊性を高め賑わいを創出するため無電柱化を推進する。

③ ･芸妓文化継承支援費 伝統芸能継承支援事業に対し県市連携で支援する。

③ ･金沢ミュージアムプラス運営費 デジタル技術を活用した金沢ミュージアムプラスにより文化施設の所蔵品を公開する。

③ ･文化スポーツ施設再整備積立基金積立金

③ ･能登被災事業者店舗等開業支援費 被災した中小企業等の事業再建に向けて、本市で一時的に開業する経費を支援する。

③ ･被災宿泊施設改修支援事業費補助 被災した宿泊施設の改修を支援する。

③ ･まちかど文化芸術プログラム検討調査費 市民や来街者がまちなかで文化芸術を気軽に体感できる仕組みを検討する。

③ ･都心軸交通円滑化対策強化費 都心軸の交通円滑化と安全な歩行環境を確保するため、啓発員を配置する。

③ ･能登応援連携事業費補助 市内の経済団体等と能登の団体との連携事業に対する支援制度を創設する。

③ ･能登被災者就労マッチング等支援費 市内企業との就労マッチング交流会の開催や出張労働相談を実施する。

④ ･能登避難者飲食支援費 避難所生活を送っている方に対し食事等に使えるプリペイドカード等を提供する。

⑤ ･賦課徴収経費等 徴税経費

※参考：「令和６年度宿泊税の活用（令和６年度当初予算資料より抜粋）【金沢市】」

区分 事業名等 事務事業の概要
団　体　名

（税目等名称）

石川県金沢市
（宿泊税）
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①

･地域ＤＭＯ支援事業 地域DMO（倶知安観光協会）を下支えし、受入環境整備やコンテンツ造成、観光人材育成、繁
閑差解消、コロナ禍からの回復を目指した各種観光振興事業を行うほか、管理費の補助対象
経費を定額補助し事業費の一定割合を補助する組織体制強化を図る。
・着地型連携事業
・サマーコンテンツ事業
・戦略的広報プロモーション事業
・観光DX事業　　等

①
･ニセコエリア観光客受入体制整備事業 ニセコエリアの広域観光を推進するため、ニセコ観光圏を構成する近隣2町（ニセコ町・蘭越

町）と連携した観光客実態調査、研修会事業やスタッフトレーニング、デジタル分野での情
報発信・受入環境整備、着地での情報提供事業の下支えを行う。

① ･観光パンフレット作成事業 ニセコ山系観光連絡協議会（「ニセコエクスプレス」を作成し、観光案内施設や宿泊施設等
に無料配布および設置）への負担金。

① ･ひらふ坂案内マップ更新 ひらふ坂歩道部分に設置している「ひらふ坂案内マップ」の時点更新を行う。

① ･ひらふスキー場第1駐車場安全管理事業 利用増や利用形態の変更に伴い狭隘化が進んでいるひらふスキー場第1駐車場において、誘導
員を設置し利用者の安全を確保する。

①
･ニセコHANAZONOリゾート連絡交通補助金 日本ハーモニー・リゾートが運行し、花園地区⇔ニセコひらふ地区の連絡交通の一部を担っ

ているHANAZONOシャトルの運行支援を行う。また、HANAZONOエリア宿泊客向けの市街地連絡
交通が行われる際には、あわせてこれも支援する。

①
･路線バスキャッシュレス決済機導入事業 ニセコバスが倶知安、ニセコ地域で運行する観光型路線5路線で稼働するバス10台へクレジッ

トカード決済端末機器を導入する。（導入経費はニセコバス、ニセコ町、倶知安町の3者で負
担）

②
･ニセコひらふ安全センター事業（臨時交番
の運営）

リゾート開発に伴う急速な交流人口の増加や国際化の進展に伴い、地域住民や観光客の安全
安心を確保するため、倶知安警察署管内から警察官、また道警本部から自動車警ら隊の派遣
を受け、同地区に臨時交番を設置し、運営・維持していく。

③ ･ひらふ地区ロードヒーティング事業 地元要望により拡幅設置したひらふ坂の歩道部分及び町道の一部分でロードヒーティングを
行い、冬季間の観光客や歩行者の通行と送迎車等の走行の安全を確保する。

③ ･ひらふ地域防犯カメラ等設置補助金 地域DMOである倶知安観光協会で進めているニセコひらふ地区の防犯カメラ設置に対する補助
を行う。

③ ･なだれ・山岳事故防止対策事業 ニセコアンヌプリ地区なだれ事故防止対策協議会へ負担金を支出し、ニセコルールの啓発や
ニセコなだれ情報の強化等を図る。

③
･町民向けタクシー確保事業 町民向けタクシーを運行した事業者に対して補助金を交付して、町内移動の配車依頼に対応

できる町民向けタクシーを確保することで、タクシーの長時間町内不在の解消などによる住
民の生活交通確保やインバウンド増加に対応した移動手段の確保等を図る。

③
･タクシー不足解決に向けたニセコモデル実
証事業

東京や札幌など他地域からタクシードライバーの派遣を受けて、主として冬期のリゾートエ
リアのタクシー不足緩和を図る。その際に生じるドライバーの滞在費用について、倶知安町
とニセコ町で応分の負担額をニセコ観光圏協議会を通じて負担金として支出する。

③ ･ニセコひらふエリアマネジメント交付金 ニセコひらふエリアマネジメントの活動を行う団体に交付金を交付し、地区の美化や環境整
備を図る。

⑤ ･賦課徴収経費等 ・宿泊税徴収事務事業
・宿泊税特別徴収義務者徴収奨励金

※参考：「令和６年度宿泊税を財源とした事業・事業概要・予算額【倶知安町】」

団　体　名
（税目等名称）

区分 事業名等 事務事業の概要

北海道倶知安町
(宿泊税)
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① ･国内を代表するMICE拠点の形成 MICE関連施設が一体的に配置されたMICE拠点の形成を目指し、MICEの需要やトレンドを踏ま
えた機能強化に向けた検討等を実施する。

① ･快適な通信環境の提供 地下鉄や美術館等において、Wi-Fiによる快適な通信環境を提供する。

① ･宿泊事業者受入環境充実の支援 宿泊事業者による受入環境の充実や、生産性向上等に向けた取組みを支援する。

① ･高付加価値旅行の推進による誘客事業 観光消費額の拡大を図るため、食、歴史、伝統文化に関する特別なワークショップなど、通
常は体験できない旅行商品の開発や高付加価値旅行のプロモーション等を実施する。

① ･サステナブルツーリズム推進事業 観光関連事業者向けに、環境にやさしい移動手段や食の地産地消等のコンテンツ開発・導入
に係るアドバイスやマッチング等を実施する。

① ･海辺を活かした観光振興事業 志賀島・北崎地区において、海辺の観光周遊促進に向けたレンタサイクル導入支援や、市営
渡船を活用したイベントの開催、立ち寄りスポットの整備等を実施する。

① ･デジタルマーケティング情報発信 福岡の認知度及び来訪意欲の向上を図るため、国内外に向けたWebプロモーションや国内向け
観光情報サイトの新規構築を実施する。

① ･広域連携誘客事業 付加価値の高い周遊観光を推進するため、訪日Webサイトやｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾒﾃﾞｨｱを活用した情報発信
など、西日本・九州の自治体等と連携した西のｺﾞｰﾙﾃﾞﾝﾙｰﾄの取組み等を実施する。

① ･福岡型ワーケーション推進事業 国内向けのプロモーションのほか、長期滞在が見込まれ、観光消費額の高いデジタルノマド
の誘客に向け、キーパーソンの招聘や国内外の関係者が集う会議等を実施する。

① ･観光案内機能の強化事業 観光案内所において、食に特化した専門デスクを設置し、食をテーマとした観光案内所発の
ツアー等を実施する。

① ･デジタルマーケティング回遊分析 国内外からの来訪者の行動や属性、興味関心及び消費傾向を分析・可視化し、観光関連事業
者への情報発信等を実施する。

①
･デジタルサイネージ等を活用した情報発信
の強化

市内の魅力ある観光資源を紹介する動画を制作するとともに、デジタルサイネージやSNS等を
活用した情報発信を実施する。

① ･修学旅行による都市圏周遊の推進 修学旅行における貸切バス代や体験学習プログラムの参加費を支援するとともに、専門サイ
トによる情報発信等を実施する。

① ･MICE誘致強化事業 「Meeting Place Fukuoka」の体制を強化し、海外からの参加者増加やビジネス機会の創出に
つながるMICEの誘致強化等を実施する。

① ･MICE支援事業 都市のプレゼンス向上につながる国際会議やビジネス機会の創出につながる展示会など、質
の高いMICEの誘致強化に向けた助成金等の支援内容を拡充する。

① ･植物園における花の祭典の開催 花の祭典の開催や会場での高質なガーデン・花装飾の設置する。

① ･食のユニバーサル対応推進事業 訪日外国人の多様な食文化に対応するため、飲食店向けメニューの開発支援によるヴィーガ
ン対応店舗の拡充や、情報発信等を実施する。

① ･博多旧市街プロジェクト 博多旧市街の認知度向上を図るため、飲食店等と連携した博多旧市街フェスティバルの開催
や歴史・伝統文化の体験や観光情報発信機能等を備えた観光拠点の検討を実施する。

① ･福岡城・鴻臚館における観光振興事業 福岡城への観光集客向上を図るため、幻の天守閣ライトアップや、夜間の来訪者を誘導する
園路照明等を実施する。

① ･生の松原元寇防塁集客促進事業 生の松原地区元寇防塁の集客促進のため、駐車場運営やプロモーション動画の制作等を実施
する。

①
･文化財を活用した魅力ある観光資源の創
出・発信事業

歴史資源を活かした観光・MICE振興のため、歴史・文化の魅力を発信するコンテンツ制作や
まち歩きの機能及び発信の強化、住吉神社能楽殿のﾕﾆｰｸﾍﾞﾆｭｰ活用支援等を実施する。

①
･都心部のリバーフロントを活かした賑わい
創出事業

魅力的な水辺空間を創出するため、水辺を活かした賑わいづくりの検討を実施する。

福岡県福岡市
（宿泊税）

区分 事業名等 事務事業の概要
団　体　名

（税目等名称）
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① ･魅力ある水辺空間の創出事業 ﾘﾊﾞｰﾌﾛﾝﾄｴﾘｱの魅力向上のため、那珂川沿いの護岸のライトアップ整備を実施する。

① ･夜の文化・エンタメ集客事業 観光客の夜間滞在等を促進するため、都心部でのイベントやライトアップを実施するほか、
イベント等の開催状況と予約情報の一元的発信を実施する。

① ･アートによる観光集客事業 福岡城などの観光資源を活用して現代アートを展示するアートイベントを実施する。

① ･屋台プロモーション事業 観光客の利便性向上のため、屋台の魅力や楽しみ方などの情報発信を実施する。

①
･伝統産業によるインバウンド観光消費拡大
事業

インバウンド等への販路拡大のため、市内ホテル・レストラン等での伝統工芸品の新商品の
利用を促進する。

① ･公衆トイレ環境の向上 観光客等の利便性向上のため、観光地周辺にあるトイレの建替え工事等を実施する。

① ･安心安全な宿泊環境の確保 健全な民泊施設を推進するため、民泊仲介サイトの監視、適切な標識の掲示推進、啓発及び
相談対応を実施する。

① ･観光地におけるマナー啓発・受入改善事業 外国人観光客向けに、公共交通機関や観光施設等において、動画によるマナー啓発等を実施
する。

① ･観光への理解促進事業 観光振興への理解促進に向け、観光・MICEによりもたらされる経済効果等を定量的に可視化
し、観光関連事業者や市民に対する広報を実施する。

① ･観光振興の検討 観光・MICE振興施策の検討・立案及び効果検証を行うため、交通結節点等における来訪者の
動態調査等を実施する。

③
･博多旧市街エリアにおける歴史・文化に配
慮した道づくり（無電柱化）

博多旧市街エリアの櫛田表参道において、景観向上に向けた無電柱化工事を実施する。

③ ･観光客等の移動円滑化施策の推進 観光客等の移動円滑化のため、地下鉄福岡空港駅のエレベーター増設に向けた設計を実施す
る。

③
･博物館リニューアル推進事業 幅広い観光客をターゲットとした文化観光の拠点等としての機能向上を目指し、リニューア

ルに向けた取組みを進めるとともに、収蔵庫棟の増築工事及び南側広場整備の実施設計等に
着手する。

③ ･鴻臚館整備・活用事業 歴史文化の発信、観光・MICE拠点としての活用を目指し、鴻臚館東門や塀の一部の復元に向
けた実施設計等を実施する。

③ ･商店街地域観光連携事業 商店街の観光資源化や、周辺観光施設との連携に取り組む商店街を支援する。

③ ･観光産業の活性化に向けた推進体制の強化
（デジタル化支援、人材確保等）

観光関連事業者のデジタル化支援のほか、宿泊業界の課題である人材確保に対応するため、
即戦力確保に向けた就職合同説明会や、各大学での学生向け説明会等を実施する。

③ ･海辺を活かした観光振興に向けた道づくり 志賀島・北崎地区において、海辺の観光周遊コースの形成に向けた無電柱化工事等を実施す
る。

③
･海の中道エリアにおける⾃転車通行空間整
備

サイクルツーリズムを推進している海の中道エリアにおいて、歩行者や自転車、自動車の安
全・安心を確保するため、自転車通行空間の整備を実施する。

③ ･海づり公園を活用した北崎地区活性化事業 Fukuoka West Coastの魅力を発信する立寄り拠点を目指し、海づり公園のリニューアルに向
けた整備等を実施する。

⑤ ･賦課徴収経費等 宿泊税の賦課徴収に要する経費

※参考：「令和６年度に宿泊税を活用して実施する事業【福岡市】」

団　体　名
（税目等名称）

福岡県福岡市
（宿泊税）

区分 事業名等 事務事業の概要
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① ･皿倉山周辺施設長寿命化推進事業
① ･北九州空港誘致強化対策事業
① ･宿泊施設等改修支援事業 宿泊客の受入環境を充実させるための施設改修費を支援する。

① ･北九州「新たな旅のスタイル」促進事業 市内観光周遊のための観光モデルコースを造成し、PR等を図る。

① ･皿倉山プレミアム夜景創出事業 山頂展望台付近でのイルミネーションを行う。また、無料シャトルバスを運行する。

① ･インバウンド誘致強化事業 オンライン商談会やメディア・旅行社等FAMツアーなどのプロモーションや広報物の多言語化
など受入環境を整備する。

①
･日本新三大夜景都市ブランドを活用した夜
型観光促進事業

「新日本三大夜景都市」ブランドを活かした旅行会社へのプロモーションや観光客向け夜景
イベントを実施する。

① ･八幡東田発！市内周遊観光創出事業 八幡東田地区に訪れる観光客を市内各所に周遊するため、インフォメーション機能の強化す
るとともに周遊モデル事業を実施する。

① ･日本遺産「関門”ﾉｽﾀﾙｼﾞｯｸ海峡”」PR事業 日本遺産のオンラインツアーの造成し、またデジタルスタンプラリーを実施する。

① ･北九州安全・安心の旅応援事業 ワクチン検査パッケージを活用した料金割引を行う。また、宿泊施設及び旅行社に対して助
成金を支給する。

① ･修学旅行などの団体客誘致促進事業 エージェント向けの宿泊助成等を実施し、宿泊を伴う団体客の誘致を図る。

① ･全国産業観光フォーラムin北九州開催事業 国内最大の「全国産業観光フォーラム」の誘致や産業観光協力事業所へのオンライン見学整
備費等の一部助成を行う。

① ･門司港ﾚﾄﾛ・和布刈地区にぎわい創出事業 夜景やイルミネーションを活用した「夜の賑わいイベント」などを実施する。

① ･和布刈地区観光拠点化推進事業
① ･次期観光振興プラン策定事業
① ･ＭＩＣＥ誘致推進強化事業
③ ･小倉城続櫓基本計画・耐震補強計画策定事業

⑤ ･賦課徴収経費等 システム管理経費等

① ･総合観光案内所運営費 訪問客の利便性向上のための情報提示や多言語による案内の実施

① ･観光客受入環境整備費(Wi-Fi新設等) Wi-Fi新設（長崎駅東口広場）、多言語案内板整備、ｵｰﾊﾞｰﾂｰﾘｽﾞﾑ対策警備実施

① ･観光地域づくり推進費（サステナブルツーリズ
ムの推進等）

・サステナブルツーリズムの推進　・体験商品･長崎グルメ情報の提供
・クチコミ対策、食の多様化への対応支援　・ガイド育成

① ･長崎さるく推進費 長崎さるくの情報発信、ガイド研修

① ･観光客誘致推進費 長崎市を舞台とした映画、ドラマ等の作品や出演する著名人を活用したPR

① ･世界・日本新三大夜景推進費 日本新三大夜景の情報発信

① ･MICE推進費 MICE 開催に向けた機運醸成や、長崎が持つ地域資源・ユニークベニューを活用したレセプ
ション等の実施

① ･観光地域づくり推進費(おもてなし機運醸成) 市民及び市内事業者のおもてなし機運醸成

① ･観光地域づくり推進費（観光情報提供） ・観光ワンストップサイトにおける情報提供
・デジタル広告等による訴求プロモーション　・MICE 参加者市内回遊促進施策

① ･さしみシティ推進事業費 ガイドブック作成等による、誘客及び訪問客への情報提供

① ･インバウンド誘致広域連携事業費 万博を契機とした他都市との連携プロモーション、海外リモートワーカー誘致

④ ･観光産業人材育成事業費（観光教育） 将来の観光産業を支える人材の育成のための小中学校における観光教育出前授業

⑤ ･賦課徴収経費等 宿泊税賦課業務に係る費用及び宿泊税特別徴収事務報奨金

⑤ ･観光交流基金積立金（緊急時の対応等）

※参考：「北九州市宿泊税のあり方について（参考資料４　令和４年度の主な取組）【北九州市】」、「令和６年度の宿泊税活用事業【長崎市】」

区分 事業名等 事務事業の概要

福岡県北九州市
(宿泊税)

長崎県長崎市
（宿泊税）

団　体　名
（税目等名称）
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① ･情報基盤の整備(Wi-Fi等情報通信基盤の整備等) ・5G、Wi-Fi等情報通信基盤の整備　　・ビジネス利用プラットフォームの構築

①
･事業者の高付加価値化に繋がる取組への支
援(宿泊施設等の高付加価値化支援等)

・宿泊施設等の高付加価値化支援
・事業多角化、DX化支援等

① ･DMO人件費等 ・DMO専門人材等人件費、事務所家賃等経費

① ･イベントの開催・質の向上 ・花火大会、新たな誘客イベントの開催 等

① ･ニューツーリズムの環境整備 ・ネイチャーツーリズム、ユニバーサルツーリズム等の開発 等

① ･国内外への誘客宣伝 ・SNS、WEBサイト、旅行会社等による情報提供
・観光展の出展、ガイドブック、ポスター等の作成等

① ･イベント開催支援・実施 ・各種イベントへの補助 ・ジャカランダFES等イベント開催

① ･観光客受入環境の整備 ・外国人受入環境整備（Wi-Fi、決済環境等） 　・ワーケーション施設等整備補助金

① ･誘客宣伝業務 ・「意外と熱海」プロモーション　　・春季、秋季誘客キャンペーン 等

① ･市場調査・分析 ・ICTマーケティング構築事業（データ収集）　　・消費額調査、ｿｰｼｬﾙﾘｽﾆﾝｸﾞ調査
・Wi-Fi、GPS等を活用したﾆｰｽﾞ調査・動線分析　 ・CRM（顧客関係管理）基盤の整備等

① ･旅行需要の平準化 ・ビジネス利用・教育旅行体験コンテンツの開発

① ･観光案内等の基盤整備 ・観光案内デジタル化、観光型MaaSの導入 等

① ･観光関連施設の整備 ・花の名所づくり、温泉を活用した施設整備 等

① ･その他 ・観光地経営検討業務

③ ･人材育成等（雇用・労務環境整備の支援） ・雇用・労務環境整備の支援　　・観光白書の発行等

⑤ ･賦課徴収経費等
４　その他（協力金等）

① ･臨時公衆トイレの設置・管理 安全指導センター付近への臨時トイレの設置、運営

① ･救護所の設置・運営 富士山五合目救護所、富士山安全指導センター運営等

① ･安全誘導員の配置等 ・安全誘導員の配置（富士宮）　・登山者数実態調査等

① ･下山道の整備 下山道の整備、標識管理、安全対策等

③ ･外来種防除マット・ブラシ設置業務 外来種防除マット・ブラシ設置業務

③
･富士山の環境保全や文化価値の理解を深め
るための事業を実施する市町村への助成

富士山の環境保全や安全確保、富士山への来訪者が富士山の有する顕著で普遍的な文化価値
についての理解を深めるための事業を実施する市町村等への助成

③ ･富士山五合目以上植生モニタリング調査等 植生モニタリング調査、火山荒原植生復元活動等

⑤ ･実施経費等 現地受付等の設置運営に要する経費、協力者証の作成経費等

① ･山中での安全誘導・巡回指導
① ･外国人サポート（通訳等）等
① ･災害時の応急・復旧
① ･登山者安全対策現地連絡本部の運営
① ･登下山道維持管理　等
⑤ ･実施経費等（ゲート整備、運営費等）

※参考：「宿泊施設向け宿泊税に関する概要説明会（資料１ 宿泊税導入背景及び使途について）【熱海市】」、
「富士山世界遺産公式サイト【静岡県】」、「山梨県HP（「富士山保全協力金」について【山梨県】」、「富士登山オフィシャルサイト【山梨県】」

区分 事業名等 事務事業の概要

山梨県
(通行料(施設使

用料))

団　体　名
（税目等名称）

団　体　名
（税目等名称）

区分 事業名等 事務事業の概要

【※参考】
静岡県熱海市
（宿泊税）

静岡県・山梨県
(富士山保全協力
金)
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